
平成２３年の東日本大震災で、広い範囲に地盤の液状化が発生しました。液状化が起こると、
様々な被害が生じ、その復旧には多くの時間と費用が必要です。

ここでは、液状化を知っていただくために、発生のメカニズムや対策例などをご紹介します。

水を含んでいるが、砂などの

粒子が互いに結びつくことで、

安定している。

通常

地盤が揺すられ、結合してい

た粒子がバラバラに。粒子が

水に浮いた状態となる。

液状化

液状化被害

粒子と水が分離し、地盤の沈

下や亀裂が発生。建物の傾斜

などの被害が発生する。

どんな現象？

水を含んだ地盤が、大地震により強く揺す
られることで、泥水状に変化してしまう現象
です。

液状化が起こると、建物の傾斜や地盤沈下
などの被害が発生します。

どこで起こる？

地下水位が地表面に近く、軟らかい地盤で
起こりやすく、埋立地や、以前、川や沼地
だった土地は、液状化が発生しやすいとされ
ています。

私の土地は大丈夫？

液状化の可能性について、鹿児島県のホー
ムページで調べることができます。

鹿児島県ホームページ内検索

液状化危険度の想定

液状化ってなに？

こんな被害が、、、

・ 建物の傾斜

地盤の支える力が低下するこ
とで、建物や塀、電柱などが
地中に沈み込んだり、傾いた
りします。
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地盤の沈下 ・

噴砂（地中の砂が地下水と共
に吹き出す現象）などが発生
することで、地中に空洞が生
じて地盤が沈下し、建物と周
辺地盤に段差が生じます。
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液状化への対策

① 地盤調査（ボーリング調査等）により、液状化の可能性を調べる

地盤調査により、地質の種類、性質、固さなどを分析することで、地震時における液状化
発生の可能性を判定することができます。

液状化の対策は、建物の状態や構造によって様々です。いつ、どんな方法で行うかによって、工
事の規模や費用が大きく変わります。対策を検討する際は、建築士などに相談し、最適な計画を立
てることが重要です。

ここでは、建物を建てる際に行う液状化対策について、一般的な手順をご紹介します。

※既存建物への対策や液状化被害が生じた後の修復など、新築時以外にも液状化に対応できる工法
はあります。

② 液状化対策の工事を行う

地表

液状化層

非液状化層

堅固な支持層

砂、砕石、セメント等

の改良材で地盤を固
める

地表

液状化層

非液状化層

堅固な支持層

コンクリート、鋼管等

の杭を用いて堅固な
地盤に支持させる

ア）地盤改良で対応する

イ）建物の基礎で対応する

地盤を固めることで、液状化しにくい地盤を造ります。

＜工法の例＞
・土の中に砂や砕石などを押込み、地盤の密度を

増やして地盤を固める。
【例：サンドコンパクションパイル工法】

・土とセメント等の改良材を混ぜ合わせて地盤を
固める。
【例：深層混合処理工法】

上部構造物に影響の出にくい杭基礎などの工法を採用
し、被害の軽減を図ります。

＜工法の例＞
・建物を堅固な地盤に支持させる。【例：杭基礎】

液状化から建物を守ろう！


